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長崎市の人口・面積（前年との比較） 

 令和８年８月１日 令和７年８月１日 増 減 

人  口 379,094人 384,215人 ▲5,121人 

男 175,242人 177,501人 ▲2,259人 

女 203,852人 206,714人 ▲2,862人 

世帯数 185,855世帯 186,376世帯 ▲521世帯 

面  積 405.69㎢ 405.69㎢ － 

                         ※人口、世帯数については推計人口 
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中核市の概要 

 
 

 本特集は、岡崎市議会事務局が実施した令和８年４月１日現在の各中核市における議会

等の概要についての調査結果を掲載しています。 
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特集２ 

公立小中学校のトイレへの生理用品の設置について 

 

本特集は、長崎市を除く中核市 61市の「公立小中学校のトイレへの生理用品の設置」について

青森市が調査照会した結果を基に資料としてまとめたものである。 

 

 

〇調査の背景と目的 

経済的な理由で生理用品を購入できない女性や女の子がいるという「生理の貧困」問題について

は、新型コロナウイルス感染症が感染拡大した際に日本国内でも顕在化し、女性の健康や尊厳にか

かわる重要な課題の一つとなっている。「生理の貧困」問題に対しては、地方公共団体等による生理

用品の提供や相談支援などが進められているところであるが、「生理の貧困」状態にある女性の分

布や心身の健康状態、社会生活への影響などについて詳細が分かっていなかった。そこで、国は令

和４年度に、全国の 18歳から 49歳の女性 3,000人を対象にして調査を行った。 

 その結果によると、「新型コロナウイルス感染症発生後（令和２年２月以降）から令和４年２月ま

でに生理用品の購入・入手に苦労したことがある人」の割合は、全体で見ると、8.1％（244人）だ

った。年代別に見ると、18・19歳、20代以下で「ある」と答えた人の割合が他の年代と比較したと

きに高くなっている。（第１-１表） 

 

 出典：厚生労働省ホームページ （https://www.mhlw.go.jp/content/000919897.pdf） 
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 また、世帯収入別にみると、「収入なし」、「100万円未満」、「100万円～300万円未満」の順に「あ

る」と答えた人の割合が高くなっていた。（第１-２表） 

 

  

出典：厚生労働省ホームページ （https://www.mhlw.go.jp/content/000919897.pdf） 

を一部加工して作成 

 

さらに、生理用品の購入・入手に苦労したことが「ある」と回答した 244人を対象に、その理由

を調査したところ、収入の少なさや自分のために使えるお金の少なさ等経済的な理由を挙げる人の

割合が高かった。 

52



 

 出典：厚生労働省ホームページ （https://www.mhlw.go.jp/content/000919897.pdf） 

  

 生理用品の購入・入手に苦労したことが「ある」と回答した人たちに対して、そのときの対処方

法として調査したところ、50％の人が「生理用品を交換する頻度や回数を減らす」ことで対応した

と回答しており、他にも「トイレットペーパーやティッシュペーパー等で代用する」ことで対応し

たことがある人の割合も、全体の４割を超えている。 

衛生的ではない方法で対応せざるを得なかった人たちについては、「かぶれ」や「かゆみ」といっ

た症状を約７割が経験しており、他にも「外陰部のかゆみなどの症状」や「おものの量や色の異常」、

「外陰部などの発赤、悪臭」といった症状を半数以上が経験している。 

また、精神的な健康状態についても調査したところ生理用品の購入・入手に苦労した経験が「あ

る」と回答した人たちのほうが、精神的な健康状態が悪い可能性が示唆された。 

さらに、生理用品を購入・入手できないことを理由とする社会生活への影響としては、プライベ

ートのイベント、遊びの予定をあきらめざるを得なかったり、家事・育児・介護が手につかなかっ

たりすると回答した人が多く、身体的・精神的な健康状態だけでなく、日常生活にも影響を及ぼし

ていることが分かった。 
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このような状況の中で、今年の８月からは、中東情勢の悪化に伴うナフサの供給停滞の影響もあ

り、生理用品について 15％以上値上げした企業もある。女性にとっては生活必需品である生理用品

だが、学校現場でどの程度支援が実施されているかどうかについて、青森市が行った調査を基にま

とめていく。 

 

〇調査項目 

まず、公立小・中学校の女子トイレへの生理用品の設置状況について、「設置している」または、

「設置している学校もある」と回答したのは 41 都市で、６割を超える中核市が設置していること

が分かった。 

 

 

  

 次に、「設置している」または「設置している学校もある」と回答した自治体 41 都市を対象に、

設置の時期について調査したところ、最も多いのは新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、「生

理の貧困」の問題が顕在化した令和３年度だった。 

設置している

58%

設置している学校も

ある

8%

設置していない

34%

設置予定である

0%

女子トイレへの生理用品の設置状況について

設置している 設置している学校もある 設置していない 設置予定である
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 また、設置に至った経緯について、最も多かった回答は「新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、『生理の貧困』が社会問題として取り上げられたこと」であり、次点で多かった回答は、

「生理用品の設置について議会や市民、生徒等からの要望があったこと」であった。 

設置に至った経緯（複数回答あり） 都市数 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，「生理の貧困」が社会問題として取り

上げられたこと 
17 

生理用品の設置について議会や市民、生徒等からの要望があったこと 11 

急な生理による女性のストレスや不安の軽減を図るため。 4 

市内小中学校におけるＰＴＡ独自の先行実施・ＰＴＡが主体となり設置に至った 2 

防災備蓄品としてすでに配布がされていたこと 2 

生理用品の寄付があったこと 2 

県教育委員会の事業化・指導 1 

ジェンダー平等の観点から、生理に関する不安やストレスのない生活を送れるよう

にという配慮 
1 

 

設置場所については、「設置している」と回答した自治体の約半数が、「個室内」または「手洗い

場」に設置していると回答している。ただし、個別の学校により様々な事情があることを鑑みて、

学校の状況や判断に委ねると回答した都市も多くあった。 

 最後に、令和８年度の予算額については、10 万 1,000 円～50 万円としている都市が最も多かっ

たが、「生理用品」に特化した予算定額を設けずに、各学校が実情に応じて学校配当予算額等の中か

ら必要分を購入している都市も多かった。 

 

設置時期は学校による

10%

令和2年度

2%

令和3年度

28%

令和4年度

24%

令和5年度

10%

令和6年度

7%

令和7年度

7%

未回答

12%

設置時期

設置時期は学校による 令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和5年度 令和6年度 令和7年度 未回答
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中核市調査における生理用品購入に係る予算額の状況（令和８年度） 都市数 

規程の予算の範囲内で対応 13 

～100千円 3 

101千円～500千円 14 

501千円～1,000千円 4 

1,001千円～1,500千円 3 

1,501千円～2,000千円 2 

2,001千円～2,500千円 2 

2,501千円～3,000千円 1 

合計 42 

（※予算額を回答した都市の中には、生理用品を女子トイレではなく、保健室に設置している都市

が１都市含まれる。） 

 

 

参考文献： 

１「『生理の貧困』が女性の心身の健康等に及ぼす影響に関する調査」結果概要（厚生労働省） 

（https://www.mhlw.go.jp/content/000919897.pdf）を基に長崎市議会事務局が作成 

（参照 2026-08-14） 

２「公立小・中学校の女子トイレへの生理用品の設置について」青森市が令和８年４月 15 日付で

各中核市議会に照会をかけた調査の取りまとめ結果 

 （※青森市に事前に確認し、承諾を得て、今回掲載しております） 

 

56



  

 

（令和８年７月～令和８年８月） 

 

 

会 議 名  全国市議会議長会第245回理事会 

開催月日・場所  ７月１日 東京都 全国都市会館 

概 要  総務省地域力創造審議官 恩田 馨 氏による「地域力創造の取

組について」の講演が行われた。 

事務報告、地方行政委員会をはじめとする７委員会から本年度の

活動方針等について報告がなされた。 

また、第21回全国市議会議長会研究フォーラム㏌松江、今後の主要会

議開催予定等について説明がなされた。 

 

 

会 議 名  全国市議会議長会特定第三種漁港協議会定期総会 

開催月日・場所  ７月８日 福岡市 ＡＮＡクラウンプラザホテル福岡 

概 要  事務報告、令和７年度歳入歳出決算、令和８年度事業計画（案）及び歳

入歳出予算（案）、国に対する要望書（案）、次期定期総会開催地等につ

いて協議が行われ、いずれも異議なく了承又は決定した。 

 

 

会 議 名  全国離島振興市町村議会議長会令和８年度第１回総会 

開催月日・場所  ７月 17 日 東京都 全国町村議員会館２階 

概 要  令和７年度歳入歳出決算、令和９年度離島の振興に関する要望、

役員の選任等について、いずれも異議なく決定した。 

 

 

会 議 名  長崎県市議会議長会臨時総会 

開催月日・場所  ８月20日 長崎市 出島メッセ長崎 

概 要  令和８年度事務報告（前期）、令和９年度各市負担金、令和９年

度役員の改選及び推薦、各種会議等の開催地及び時期、その他の事

項について協議が行われ、いずれも異議なく了承されるとともに、

下記のとおり、各市からの提出議案26件について審議し、異議なく

採択した。 
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なお、採択された各議案を集約した「西九州地域の交通網の整備

促進について」及び「離島振興について」の２件を、10月28日に武

雄市で開催される九州市議会議長会第３回理事会（臨時総会代行）

への長崎県13市共同提出議案とすることに決定した。 

 

記 

（議案） 

１ 都市財政の充実強化について （長崎市） 

２ 交通網の整備促進について （長崎市） 

３ 西九州自動車道の整備促進について （佐世保市） 

４ 一般国道205号の整備促進について （佐世保市） 

５ ＪＲ佐世保線等の輸送改善について        （佐世保市） 

６ 高規格道路「島原道路」の早期整備について    （島原市） 

７ 災害に強いまちづくりの推進について            （島原市） 

８ 一般国道（34号・57号）の早期整備及び高規格道路 

「島原道路」（小野町～長野町）の早期事業化について（諌早市） 

９ 九州新幹線西九州ルート（新鳥栖～武雄温泉間）のフル規格 

による整備促進について              （諌早市） 

10 有明海沿岸道路（鹿島諫早間）の整備について   （諫早市） 

11 幹線道路等の早期整備について （大村市） 

12 九州新幹線西九州ルートの全線フル規格による整備等について 

（大村市） 

13 地域医療における医療人材確保対策について    （平戸市） 

14 西九州自動車道の整備促進について    （平戸市、松浦市） 

15 鷹島神崎遺跡の保存と活用について        （松浦市） 

16 道路の整備について               （対馬市） 

17 離島航路におけるジェットフォイルの更新について 

（対馬市、壱岐市、五島市） 

18 空港の整備等について              （壱岐市） 

19 改正有人国境離島法における支援制度の拡充について 

（佐世保市、対馬市、壱岐市、五島市、西海市） 

20 「カネミ油症」次世代被害者等の救済について   （五島市） 

21 福江空港の機能強化について             （五島市） 

22 道路交通網の整備促進について （西海市） 

23 江島沖洋上風力発電事業の促進について （西海市） 
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24 道路交通網の整備促進について （雲仙市） 

25 島原半島南西部の幹線道路整備について       （南島原市） 

26 九州西岸軸構想とその中核となる島原・天草・長島架橋構想の 

推進について  （島原市、雲仙市、南島原市） 

 

59



 

 

 

（令和８年６月～令和８年８月） 

  ※定例会中の常任委員会は除く。 

 

  

【議会運営委員会】 

開 催 日  ６月18日 

事  件  １ 追加付議事件について 

２ 追加議案の委員会付託分類について 

３ 陳情の取扱いについて 

４ 議員報酬について 

５ 委員会への出席者及び答弁者の範囲について 

６ その他 

  概  要  １について説明を受け、了承した。 

        ２、３及び５についてそれぞれ協議し、決定した。 

        ４について、会派に持ち帰りの上、６月23日開催予定の議会 

運営委員会において協議することとなった。 

        ６について、市政一般質問の運用のうち、明文化されていないもの

については、９月定例会に向けて協議することとなった。 

 

 

 

開 催 日  ６月23日 

事  件  １ 追加付議事件について 

２ 追加議案の委員会付託分類について 

３ 議会関係付議事件について 

４ 議員報酬について 

概  要  １及び３についてそれぞれ説明を受け、了承した。 

      ２及び４についてそれぞれ協議し、決定した。 

 

 

 

開 催 日  ６月29日 

  事  件  １ 意見書の取扱いについて 

  概  要  １について、会派に持ち帰りの上、６月30日開催予定の議会 

運営委員会において協議することになった。 
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開 催 日  ６月30日 

  事  件  １ 議会関係付議事件について 

        ２ 意見書の取扱いについて 

        ３ 議員派遣の訂正について 

  概  要  １及び３について説明を受け、了承した。 

        ２について協議し、決定した。 

 

 

 

開 催 日  ８月25日 

事  件  １ 令和８年第４回長崎市議会定例会について 

２ 令和８年第４回長崎市議会定例会の運営について 

３ 一般質問（一問一答）に係る申し合わせ（案）について 

４ 改選期に向けた見直し等について 

５ 長崎市議会における携帯電話・スマートフォンの持込み及び利

用について 

６ その他 

  概  要  １について説明を受け、了承した。 

        ２について協議し、決定した。 

        ３、４及び５について、会派に持ち帰りの上、９月８日開催予定の

議会運営委員会において協議することとなった。 

        ６について、常任委員会の散会時刻については、職員の働き方改革

の観点から、可能な限り午後５時をめどに散会するよう努めることと

し、本件については、事務局から各常任委員会正副委員長に説明する

とともに、次回の常任委員会正副委員長会議においても改めて確認を

行うこととなった。 

 

 

〔行政視察〕 

派遣委員 出張期間 視察都市等・調査項目 

中 山  大、井上 重久

柿 田  正、福澤 照充

岩永 敏博、山口まさよし 

７月21日 

～23日 

亀岡市：議会活性化の取組状況について 

下関市：議会活性化の取組状況について 

 

 

【市有財産利活用特別委員会】 

  開 催 日  ６月26日 

  事  件  一般会計におけるこれまでの取組状況及び現在の状況について 

  概  要  上記事項について、理事者から説明を受け、質疑を行った。 
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  開 催 日  ８月28日 

  事  件  土地取得特別会計におけるこれまでの取組状況及び現在の状況について 

  概  要  上記事項について、理事者から説明を受け、質疑を行った。 

〔行政視察〕 

派遣委員 出張期間 視察都市等・調査項目 

山谷よしひろ、梅原 和喜 

永尾 春文、野口 達也 

林  広文 

７月13日 

～15日 

糸魚川市：市有財産の利活用に係る取組について 

館林市：一般社団法人館林アーバンデザインについて 

    市有地利活用事業について  

浅田 真五、都留かすみ、

大 石 ふみき 

７月７日 

～９日 

浜松市：浜松市公共施設等総合管理計画について 

     遊休財産の処分及び公募型プロポーザル 

による活用公募について  

福知山市：廃校 Re活用プロジェクトについて 

THE 610 BASE: THE 610 BASEについて  
 

 

【観光まちづくり特別委員会】 

  開 催 日  ６月26日 

  事  件  歴史的建造物を生かした観光まちづくりについて 

  概  要  上記事項について、理事者から説明を受け、質疑を行った。 

 

開 催 日  ８月21日 

  事  件  歴史的風致を生かした観光まちづくりについて 

  概  要  上記事項について、理事者から説明を受け、質疑を行った。 

 

 

〔行政視察〕 

派遣委員 出張期間 視察都市等・調査項目 

梅元 建治、平 たけし 

高橋 佳子、竹田 雄亮 

山﨑  猛 

７月28日 

～30日 

長門湯本温泉まち株式会社： 

長門湯本温泉まちづくり計画について 

萩 市：世界遺産を活用した観光振興について 

     萩まちじゅう博物館構想について  

山本 信幸、池田 章子 

五輪 清隆、筒井 正興 

向山 宗子 

７月15日 

～17日 

豊岡市：城崎温泉地区におけるユニバーサル 

ツーリズムの取組について  

豊岡ＤＭＯ：豊岡市のインバウンドの取組について 

周南市：夜型観光推進事業について   
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【まちなか整備・にぎわい創出特別委員会】 

  開 催 日  ６月26日 

  事  件  官民連携によるにぎわいの創出について 

  概  要  上記事項について、理事者から説明を受け、質疑を行った。 

 

 

 開 催 日  ８月24日 

  事  件  まちなかエリアにおけるにぎわい創出について 

  概  要  上記事項について、早稲田大学教育・総合科学学術院から参考人を

招致し、意見交換を行った。 

 

 

〔行政視察〕 

派遣委員 出張期間 視察都市等・調査項目 

森きょうへい、武次 良治 

久 八寸志、山下 巌記 

吉原  孝 

７月29日 

～31日 

甲府市：甲府まちなかエリアプラットフォームについて 

前橋市：官民連携まちづくりについて 

山口たかゆき、梅本けいすけ 

木森 俊也、中西 敦信 

７月13日 

～15日 

姫路市：中心市街地活性化基本計画について  

    ウォーカブル推進計画について 

豊田市：中心市街地活性化基本計画について  
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                      （令和８年６月～令和８年８月） 

 

新  刊  図  書 

 

図    書    名 編  著  者  名 発  行  所 

地方議会議員ハンドブック 

第２次改訂版 
全国市議会議長会  ぎょうせい 

要否の判断で迷わない 

よくわかる議会の議決 
大塚 洋文 ぎょうせい 

学校という「ハコモノ」が日本を救う! 大竹 弘和 白秋社 

流山市はなぜ選ばれ続けるのか 井崎 義治 
ディスカヴァー・

トゥエンティワン 

稼ぐ地方  

 ～日本のさまざまな地域で「新しい価値」を 

生み出す人たち～ 

近藤 繁 
クロスメディア・

パブリッシング 

地方財政の新しい地平 森 裕之 自治体研究社 
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調  査  資  料  報 

〔令和８年９月〕 

編集・発行  長崎市議会事務局議事調査課 

〒850-8685  長崎市魚の町４番１号 

    TEL （095）829－1200 
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